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健康投資施策の

取組み状況に関する指標

従業員等の意識変容

行動変容に関する指標
健康関連の最終的な目標指標 KGI 健康経営の目標

受診率 健康的な生活習慣 アブセンティズム

健康施策への参加率 喫煙習慣 プレゼンティズム

利用率・満足度 自己管理 ワークエンゲイジメント

実施率・満足度 運動習慣 有所見率の低下

制度・方針の認知率 睡眠充足 労働災害件数

ヘルスリテラシー 離職率

重症化リスク

負荷による腰痛・身体不調

メンタル不調増加

高齢化による生産性低下

健康風土の醸成

・アブセンティズム： 心身の不調を理由に、本来の勤務日に会社を欠勤や休職すること。

・プレゼンティズム： 出勤はしているが、不調により本来の業務効率が発揮できない状態。

・ワークエンゲイジメント： 仕事に活力と誇りを感じ、いきいきと業務に熱心に没頭している状態。

・知覚された組織的支援： 会社が自分の貢献を評価し、困った時に支えてくれるという従業員の実感。

・ソーシャルキャピタル： 組織内の信頼関係やネットワークから生まれる、有益な人間関係の資産。

・ヘルスリテラシー 健康情報を入手し、内容を正しく理解・活用して適切な意思決定を行う力。

・エイジマネジメント： 年齢層に応じた支援を行い、全世代が能力を最大限発揮できる組織管理。

健康投資
健康投資の効果

健康経営の浸透状況
方針実現のための

体制・環境

サポート、組織的支援

（POS)、WSCなど

疾病予防・重症化予防

身体機能・職場環境

メンタル・組織活性

従業員の健康課題

エイジマネジメント

「心身の健康をすべての生

産活動の優先事項とし、

個々の個性が輝く活気ある

現場を共創する」

「心身ともに健康で仕事へ

の喜びや幸福に満ちた状態

であるウェルビーイングの実

現」

～「明るく・楽しく・元気に」

生涯現役で活き活きと働き

続けられる職場を共創する

～

目標年：2027年
健康経営の推進方針 経営方針

健康寿命の延伸

（退職後も元気に過ごせる

身体機能を職場で養う）

従業員満足度・働きがいの

向上

（「この会社で長く働きた

い」と思える環境作り）

労働生産性の向上

（心身の不調によるロスを

最小化する）

アブセンティズム： メンタル・

身体疾患による1ヶ月以上

の休業者発生率 1%未満

プレゼンティズム： 労働機

能障害（WFun）21点以

上の高リスク者率 15%未

満

ワークエンゲージメント： 組

織診断における「いきいきメ

ンバー（最良群）」 60%

以上

経営トップによる「健康経営宣

言」の毎月の進捗報告

全社員への「健康行動指針

（クレドカード）」の配布と携

帯。

衛生管理者を軸とした「健康推

進チーム」の設置

健康保険組合とのデータ連携

（コラボヘルス）による課題の

客観視

知覚された組織的支援

（POS）

ソーシャルキャピタル

（WSC）


